
 

「地域に生きる聾学校として」
 

北海道函館聾学校 校長 門眞 義弘 

私は昨年の学校だよりで、「来年こそ、地域に生きる聾学校として町内会の皆様、交流校の幼小中学校

の皆様、函館市民の皆様、同窓生の皆様等々、多く方々に学習発表会を見ていただけるようになることを

願っています。」と書きました。今年度は、その願いが叶い、新しい取組も合わせて実施することができ、

多くの皆様に御覧いただくことができた学習発表会となりました。御覧いただきました皆様、誠にありが

とうございました。 

 幼稚部は、「どうぞのいす」という絵本をもとに、「友達への思いやりの輪が広がってほしい。」とい

う願いを込めた劇を発表しました。劇中には、みんなで畑で育てたカボチャやキュウリが登場し、牛乳パ

ックと新聞紙を使って協力して製作した椅子を使用しました。大勢のお客様の前で緊張して動き出せな

くなる場面がありましたが、子ども同士で助け合い、最後の鍵盤ハーモニカの演奏まで乗り切ることがで

きました。よく頑張った学習の発表になりました。 

 小学部は、「すてきなともだち」という劇を発表しました。一人ひとりが「友達とは何か？」を考える

内容で、見ている人にも考えさせる内容に仕上がりました。昨年招待していただいて見た、劇団四季ミュ

ージカル「人間になりたがった猫」で心に残った曲を繰り返し練習し、「どんなときも仲間がいれば、つ

らくはない～。」と、全員で歌うことができるようになったことも子どもたちの力になったと思います。

それぞれのパートをキーボードで演奏してぴったりと合わせられた合奏は素晴らしかったです。 

 中学部は意見発表です。「家事とロボット」「僕たちはお金をどう使うか」「日本の人口問題について」

「AI との共生」と題し、生徒の４人それぞれが、それぞれの視点で設定した題材について総合的な学習

の時間に調べたことをまとめて意見文にしました。発表のためのスライドを作り、発表の練習をして当日

を迎えました。発表を聞いたお客様からは、「大人が勉強させられました。」「はじめて知ったことがあ

り、素晴らしい内容でした。」と感想をいただきました。各発達段階に合った学習成果の発表をお見せす

ることができたと思います。 

 また、学習発表会に合わせて「学校見学会」を実施しました。こちらも、昨年度であればコロナ禍の

ためにホームページ上に動画を公開することで行った催しです。今年は２０名ほどの皆さんが、学習発

表会の前にお集まりいただき、本校の概要や役割についての説明を聞いていただくとともに、発表会が

終わった後に校内の見学をしていただくことができました。                                                                         

  更に、今年度から始めた「函館聾学校ボランティアバンク」の参加者の方への講習を行い、「手話体験」

をしていただくことができました。 

 ボランティアバンクへの取組を通して、登録者がなかなか増えない状況から、聾学校の取組を知っても

らうための広報活動の大切さを実感しております。「地域に生きる聾学校」として、多くの皆さんに知っ

ていただくことからはじめていきたいと決意したところです。 

 

【お知らせ】『令和５年度障がい者週間記念行事について』 

１２月８日（金）、９日（土）の１０：００～１５：００に若松町にある函館市総合福祉センター

（あいよる２１）５階多目的ホールにて開催されます。パラスポーツ体験や点字しおり作成体験、作品

展示・販売等が行われます。本校の子どもたちの作品も展示されますので、足を運んでみてはいかがで

しょう。 
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１２月 ７日（木） ＡＬＴ 

     ８日（金） ＡＬＴ、交流会 

    １５日（金） クリスマス会（乳・幼） 

     １９日（火） 食育の日 

    ２５日（月） 終業式 

    ２９日（金）～１月３日（水）閉庁日 

   

１月１７日（水） 始業式 

  １９日（金） 食育の日 

 

２月 ２日（金） まめまき（幼） 

   ７日（水） 誕生会（幼） 

  １９日（月） 食育の日 

  ２２日（木） 期末テスト（中） 

 

３月 １日（金） 卒業生を送る会 

   ６日（水） 誕生会（幼） 

    ８日（金） お別れ会（幼）  

  １５日（金） 食育の日 

 １９日（火） 卒業式 

  ２２日（金） 修了式  

 

１２～３月の主な行事予定     
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学習発表会  

 

 

幼稚部 劇「どうぞのいす」 

「どうぞ」「うれしい」「ありがとう」がいっぱいの「どうぞのいす」。たくさんのお客様の

前での発表に、ドキドキもいっぱいでしたが、「どうぞ」を通して、年長さんが年中さん、年少

さんの力になろうと手助けしたり、演奏でみんなのハートが一つになったことを表現したりと、

本番だからこその見所がたくさんありました。会場の皆さんの温かな思いが「どうぞのいす」の

ステージに届き、チャレンジ大成功の素敵な発表となりました。 

 

小学部 言語劇「すてきなともだち」 

小学部では、「ともだち」をテーマにした言語劇を行いました。劇中では「手話を用いた演技」

「友達についてのスライド発表」「演奏」と、盛りだくさんな内容ではありましたが、子どもたち

一人一人が、自分の思う「ともだち」について考え、心を込めて演じました。本番では、今までの

練習の成果を十分に発揮し、堂々と発表をすることができました。 

 

中学部 意見発表「将来の生活や社会を見つめて」 
中学部では、昨年度同様、「意見発表会」を行いました。今年度は、「家事とロボット」や「僕

たちはお金をどう使うか」などの生活にかかわるものから、「日本の人口問題について」や「ＡＩ

との共生」など、未来の生活や課題に目を向けたものまで幅広い内容となりました。自分で調べ

たデータや資料をもとに考えをまとめ、タブレットとプロジェクタを使い、手話や身振りを交え

ながら、大勢のお客さんの前で自分の主張を発表することができました。 

［ボランティアバンクについて］  

本校では、教育活動や様々な事業のお手伝いをして

いただける方を地域の皆様から募集しております。ボ

ランティアバンクの詳細については、HPに記載して

おります。   

函館聾学校 ５２―１６５８（教頭・橋谷）                 

http ://www.hakoro .hokkaido-c .ed . jp/ 
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